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背景

Web文書（ページ）：半構造化データ
いくつかのデータから成る組が繰り返し出現する
ページが多数存在・・・表、名簿をもつページなど

各ページからの
レコードの抽出

レコード

Web上の情報をデータベース
の様に扱うことが可能
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Webページ中のレコード
各ページによって表現や形式が異なる

表現形態 ：表、リスト、箇条書き

HTML、XMLのタグの利用

一つのページに注目：レコードの表現や形式は同じ

簡単にレコード抽出はできない

表現、形式に関する情報からレコードの抽出が可能
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抽出対象

対象：研究会プログラムが記載されたページ
特徴：テキスト(タグを用いていない)ページが多い

抽出するもの

ページ中の各レコード

各レコードに共通する情報

COMMONDATA

レコード、COMMONDATAに関する情報をページ
のフォーマット情報とする
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レコードとCOMMONDATA
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レコードとCOMMONDATA

レコード
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レコードとCOMMONDATA

COMMONDATA
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COMMONDATA

以下の４つの情報で表記
ＨＥＡＤ

‐抽出する対象の直前の文字列

ＴＡＩＬ

‐抽出する対象の直後の文字列

ＨｰＮＵＭ（ＨＥＡＤｰＮＵＭＢＥＲ）

‐ＨＥＡＤが文書中で何番目なのかを表す

ＴｰＮＵＭ（ＴＡＩＬｰＮＵＭＢＥＲ）

‐ＴＡＩＬがＨＥＡＤ以降で何番目なのか表す
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レコード情報

レコード群の出現領域を指定
Ｒ－ＨＥＡＤ

‐領域の直前の文字列

Ｒ－ＴＡＩＬ

‐領域の直後の文字列

ＲＨ－ＮＵＭ

‐ＲｰＨＥＡＤが文書中で何番目なのかを表す

ＲＴ－ＮＵＭ

‐ＲｰＴＡＩＬがＨＥＡＤ以降で何番目なのか表す
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レコード情報

レコードの形式に関する情報

ＤＥＬＩＭＩＴＥＲ

‐１つのレコード中の各フィールド間を区切って
いる文字情報

ＩＴＥＭ

‐各フィールドの項目名

この２つをフィールドの数に応じて記述
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レコード抽出プログラム

一つのページからページ中の各レコード、
COMMONDATAを抽出
入力

ページのソース

ページのフォーマット情報

出力

レコード

COMMONDATA
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レコード抽出実験

対象：情報処理学会所属の８研究会のプロ
グラムを記載したページ（計１３３ページ）

タイトル、発表者の２つの情報は必ず抽出

他に以下の情報がページ中にあれば抽出

日時、開催場所、主査、幹事、議題、学会名、

研究会名、開催回数、発表時間、要約
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レコード抽出実験結果

291589(73)133計

600(0)6OS
1016(11)17HPC
01419(19)33MPS
6010(0)16AL
0032(32)32PRO
207(7)9SLDM
801(0)9ARC
614(4)11DBS

定義不可失敗成功(完全)ページ数研究会名
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検索システム：検索画面
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検索システム：検索結果
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検索システム：検索結果

ページごとにテーブルを作成
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検索システム：検索結果

レコード
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検索システム：検索結果

COMMONDATA
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まとめ

ページのフォーマット情報の表記法の提案

レコード抽出プログラムとその実験、評価

研究会プログラム検索システム

今後の課題

ページのフォーマット情報の自動抽出

関連研究との連携

レコードの内容特定

文字列の類似度を比較

既に収集したデータとの比較


